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陸上大会 応援ありがとうございました！ 
 ２日、秋晴れのもと、福島市小学校体育大会陸

上競技大会が開催されました。子どもたちは、朝

に夕に練習してきた成果を発揮すべく自己ベスト

目指して各種目に果敢に挑戦しました。選手の皆

さんは、スタートラインに立ったとき、自分の順

番が来たとき、不安と緊張でいっぱいだったこと

と思います。その気持ちを乗り越え一小の代表と

して全力で取り組もうとする姿に、胸が熱くなる

思いでした。また、選手以外の皆さんも、共に練  ＜ 団結！ 福島一小 陸上選手団 ＞ 

習し選手を支え応援した姿も立派でした。さらには、競技役員として参加した６年生もいました。

自分は何ができるのか、選手が集中できるように遠回りして会場を移動したり、スタート時には集

中を切らないよう静かに歩いたりと「気づき考え実行する」姿がみられ、一人一人が成長した陸上

大会となりました。保護者の皆様の温かな御声援御支援に深く感謝いたします。ありがとうござい

ました。 

 

 

 

 

 ９日には、全校集会があり、各種表彰（裏面）とともに、陸上大会を振り返りました。特に印象

に残った上記の審判長のお話について話しました。「ルールは、実力を高めるためにある」という

言葉です。例えば、リレーをするときにはバトンパスの範囲が決まっています。その範囲内で、渡

す走者も受け取る走者もトップスピードでできるように何度も何度も練習し、実力を高めていきま

す。ルールは条件をそろえるばかりでなく、選手一人一人の実力を高めていくことにつながりま

す。学校生活にもルールがあります。授業中は先生の話をよく聴き集中して臨むというのは、当然

のルールです。そうすることによって自分の考える力が高まり、学級全体の学力の向上にもつなが

ります。スポーツにも学校生活にも、社会生活にもルールがあります。一人一人がそれをしっかり

と守って互いに高めあう学校生活を送りたいものです。家庭生活にも様々なルールがあると思いま

す。みんなでそのルールを守って明るく健やかに成長してほしいと願っています。 

『全てのスポーツにはルールがある。ル

ールは何のためにあるのか。それは一人

一人の選手の実力を高めるためである。』 

  

開会式： 

「審判長あいさつ」から 



文化面・運動面での活躍を表彰  

＜福島地区 小中理科研究作品展＞ 

 銀 賞 １年 山崎 史織 

     ２年 佐久間理安 

     ３年 阿曽 至 

     ４年 赤井 利穂 

     ５年 吉田 理人 

     ６年 尾形 梁太 

 

＜読書感想文 福島地区コンクール＞        

準特選 ５年 渡邉 花菜                  ★中央地区文化祭出展作品 

入 選 １年 小野寺由真 

    ２年 長谷部謙助 

    ３年 赤間 創 

    ４年 赤間 玄 

    ６年 髙橋季良里 

 

＜第４９回 中央地区文化祭＞ 

○図画の部 

 １年 加藤 瀧治 

２年 丹治 龍ノ佑 

 ３年 尾形 未空 

 ４年 遠藤 現 

 ５年 髙橋 咲良々 

 ６年 髙橋 季良里 

○書写の部 

 １年 佐藤 大奏    清野 陽菜 

 ２年 宍戸 梨央菜   鈴木 快星 

 ３年 海野 攻生    角田 偉知郎 

 ４年 尾形 桃佳    齋藤 美優 

 ５年 二瓶 吾妻    高橋 涼凪 

 ６年 齊藤 果歩    鈴木 芹佳 

 

＜第３７回福島市小学校体育大会陸上競技大会＞ 

５年女子ソフトボール投げ ４位 髙橋 咲良々 

６年女子ソフトボール投げ ５位 菅野 輝 

６年女子走り幅跳び    ８位 菅野 はるか 

５年女子１００Ｍ走    ８位 江口 瞳 

 

 


